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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 3 月 1 6 日 ( 2 0 2 3 . 3 . 1 6 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 2 6 6 8 2 ( P 2 0 2 3 - 2 6 6 8 2 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 2 月 2 4 日 ( 2 0 2 3 . 2 . 2 4 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 0 3 6
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 1 3 3 5 ( P 2 0 2 3 - 1 3 3 5 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｍ 3 9 / 0 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｍ 2 5 / 0 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｍ 5 / 1 5 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｍ 3 9 / 0 6 １ １ ０  　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｍ 3 9 / 0 6 １ ２ ２  　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｍ 2 5 / 0 6 ５ ０ ０  　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｍ 5 / 1 5 8 ５ ０ ０ Ｈ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 3 月 8 日 ( 2 0 2 3 . 3 . 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ  
を 基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内 部 流 路 が 形 成 さ れ て い  
る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、
　 前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 前 記 内 部 流 路 を 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー ラ 側 に お い て 外 部  
空 間 へ 連 通 さ せ る エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 、 気 体 は 通 過 さ せ  
る が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 圧 縮 さ れ た 状 態 で 装 着 さ れ て い る と 共 に 、
　 該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド コ  
ネ ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該 ガ  
イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 該 エ ア 抜  
き 通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、
　 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 外 周 面 に は 外 周 側 に 突 出 す る 係 合 突 起 が 設 け ら れ て い る 一 方 、 該 コ  
ネ ク タ カ バ ー の 周 壁 に は 径 方 向 で 貫 通 す る 係 合 孔 が 設 け ら れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の  
先 端 部 が 該 コ ネ ク タ カ バ ー に 挿 入 さ れ る こ と で 該 係 合 突 起 が 該 係 合 孔 に 係 合 し て 、 該 ガ イ  
ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー が 相 互 に 固 定 さ れ て い る と 共 に 、 該 係 合 孔 が 該 ガ イ ド コ ネ  
ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 の 該 隙 間 に 連 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 止 血 弁 付 留 置  
針 。
【 請 求 項 ２ 】
経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を  
基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内 部 流 路 が 形 成 さ れ て い る  
と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、
前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 周 壁 に 開 口 す る 空 気 流 出 口 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連 通 さ れ た エ ア 抜 き  
通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 内 部 流 路 が 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー ラ 側 に お い て 該 エ  
ア 抜 き 通 路 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連 通 さ れ て い る と 共 に 、 気 体 は 通 過 さ せ る が 液 体 は 通 過 さ  
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せ な い フ ィ ル タ が 複 数 の 硬 質 部 材 で 挟 持 さ れ て 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 配 さ れ て い る と 共 に 、
該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド コ ネ  
ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該 ガ イ  
ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 該 エ ア 抜 き  
通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、
該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 外 周 面 に は 外 周 側 に 突 出 す る 係 合 突 起 が 設 け ら れ て い る 一 方 、 該 コ ネ  
ク タ カ バ ー の 周 壁 に は 径 方 向 で 貫 通 す る 係 合 孔 が 設 け ら れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先  
端 部 が 該 コ ネ ク タ カ バ ー に 挿 入 さ れ る こ と で 該 係 合 突 起 が 該 係 合 孔 に 係 合 し て 、 該 ガ イ ド  
コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー が 相 互 に 固 定 さ れ て い る と 共 に 、 該 係 合 孔 が 該 ガ イ ド コ ネ ク  
タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 の 該 隙 間 に 連 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 止 血 弁 付 留 置 針  
。
【 請 求 項 ３ 】
経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を  
基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内 部 流 路 が 形 成 さ れ て い る  
と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、
前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 前 記 内 部 流 路 を 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー ラ 側 に お い て 外 部 空  
間 へ 連 通 さ せ る エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 、 気 体 は 通 過 さ せ る  
が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 圧 縮 さ れ た 状 態 で 装 着 さ れ て い る と 共 に 、
該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド コ ネ  
ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該 ガ イ  
ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 該 エ ア 抜 き  
通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、
該 コ ネ ク タ カ バ ー の 内 周 面 に は 凹 溝 が 設 け ら れ て お り 、 該 凹 溝 の 開 口 部 が 前 記 止 血 弁 で 覆  
蓋 さ れ る こ と で 該 止 血 弁 と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と で 囲 ま れ た ト ン ネ ル 状 の 通 路 が 形 成 さ れ て  
い る と 共 に 、 該 ト ン ネ ル 状 の 通 路 を 含 ん で 該 エ ア 抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 止 血 弁 付 留 置 針 。
【 請 求 項 ４ 】
経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を  
基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内 部 流 路 が 形 成 さ れ て い る  
と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、
前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 周 壁 に 開 口 す る 空 気 流 出 口 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連 通 さ れ た エ ア 抜 き  
通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 内 部 流 路 が 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー ラ 側 に お い て 該 エ  
ア 抜 き 通 路 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連 通 さ れ て い る と 共 に 、 気 体 は 通 過 さ せ る が 液 体 は 通 過 さ  
せ な い フ ィ ル タ が 複 数 の 硬 質 部 材 で 挟 持 さ れ て 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 配 さ れ て い る と 共 に 、
該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド コ ネ  
ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該 ガ イ  
ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 該 エ ア 抜 き  
通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、
該 コ ネ ク タ カ バ ー の 内 周 面 に は 凹 溝 が 設 け ら れ て お り 、 該 凹 溝 の 開 口 部 が 前 記 止 血 弁 で 覆  
蓋 さ れ る こ と で 該 止 血 弁 と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と で 囲 ま れ た ト ン ネ ル 状 の 通 路 が 形 成 さ れ て  
い る と 共 に 、 該 ト ン ネ ル 状 の 通 路 を 含 ん で 該 エ ア 抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 止 血 弁 付 留 置 針 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 フ ィ ル タ が 前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 に 外 挿 状 態 で 組 み 付 け ら れ て お り 、 該 ガ イ ド  
コ ネ ク タ が 前 記 コ ネ ク タ カ バ ー に 差 し 入 れ ら れ る こ と で 、 該 フ ィ ル タ が 該 ガ イ ド コ ネ ク タ  
と 該 コ ネ ク タ カ バ ー に よ っ て 嵌 合 さ れ て 前 記 エ ア 抜 き 通 路 上 に 配 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ４  
の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 止 血 弁 付 留 置 針 。
【 請 求 項 ６ 】
経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を  
基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内 部 流 路 が 形 成 さ れ て い る  
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と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、
前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 前 記 内 部 流 路 を 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー ラ 側 に お い て 外 部 空  
間 へ 連 通 さ せ る エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 、 気 体 は 通 過 さ せ る  
が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 装 着 さ れ て い る と 共 に 、
該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド コ ネ  
ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該 ガ イ  
ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 該 エ ア 抜 き  
通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、
該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 外 周 面 に は 段 差 面 が 設 け ら れ て お り 、
該 段 差 面 よ り も 先 端 側 の 外 周 面 上 に 前 記 フ ィ ル タ が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 止 血  
弁 付 留 置 針 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 フ ィ ル タ が 前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ と 前 記 コ ネ ク タ カ バ ー の 間 で 挟 持 さ れ て い る と 共 に 、
該 コ ネ ク タ カ バ ー の 内 周 面 に は 、 該 フ ィ ル タ の 挟 持 部 分 の 基 端 側 に お い て 先 端 側 に 向 か っ  
て 次 第 に 内 周 側 へ 突 出 す る 傾 斜 面 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の 止 血 弁 付 留 置 針 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 分 が 、 前 記 止 血 弁 の 外 周 部 分 に 対 す る 支 持 部 を 有 し て い る 請  
求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 止 血 弁 付 留 置 針 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ の 内 周 面 に は 、 前 記 止 血 弁 を 連 通 状 態 と す る 押 し 子 を 軸 方 向 で 移 動 可  
能 に ガ イ ド す る 案 内 面 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ６ ～ ８ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 止 血 弁 付 留 置  
針 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る  
と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を 基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内  
部 流 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付  
留 置 針 に お い て 、 前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 前 記 内 部 流 路 を 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー ラ  
側 に お い て 外 部 空 間 へ 連 通 さ せ る エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 、  
気 体 は 通 過 さ せ る が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 圧 縮 さ れ た 状 態 で 装 着 さ れ て い る と 共  
に 、 該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド  
コ ネ ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該  
ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 該 エ ア  
抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 外 周 面 に は 外 周 側 に 突 出 す る 係 合  
突 起 が 設 け ら れ て い る 一 方 、 該 コ ネ ク タ カ バ ー の 周 壁 に は 径 方 向 で 貫 通 す る 係 合 孔 が 設 け  
ら れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 が 該 コ ネ ク タ カ バ ー に 挿 入 さ れ る こ と で 該 係 合 突  
起 が 該 係 合 孔 に 係 合 し て 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー が 相 互 に 固 定 さ れ て い る  
と 共 に 、 該 係 合 孔 が 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 の 該 隙 間 に 連 通 さ れ て い  
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る  
と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を 基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内  
部 流 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付  
留 置 針 に お い て 、 前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 周 壁 に 開 口 す る 空 気 流 出 口 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連  
通 さ れ た エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 内 部 流 路 が 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー  
ラ 側 に お い て 該 エ ア 抜 き 通 路 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連 通 さ れ て い る と 共 に 、 気 体 は 通 過 さ せ  
る が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 複 数 の 硬 質 部 材 で 挟 持 さ れ て 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 配 さ  
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れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ  
と 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ  
れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を  
含 ん で 該 エ ア 抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 外 周 面 に は 外 周 側 に  
突 出 す る 係 合 突 起 が 設 け ら れ て い る 一 方 、 該 コ ネ ク タ カ バ ー の 周 壁 に は 径 方 向 で 貫 通 す る  
係 合 孔 が 設 け ら れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 が 該 コ ネ ク タ カ バ ー に 挿 入 さ れ る こ  
と で 該 係 合 突 起 が 該 係 合 孔 に 係 合 し て 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー が 相 互 に 固  
定 さ れ て い る と 共 に 、 該 係 合 孔 が 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 の 該 隙 間 に  
連 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る  
と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を 基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内  
部 流 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付  
留 置 針 に お い て 、 前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 前 記 内 部 流 路 を 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー ラ  
側 に お い て 外 部 空 間 へ 連 通 さ せ る エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 、  
気 体 は 通 過 さ せ る が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 圧 縮 さ れ た 状 態 で 装 着 さ れ て い る と 共  
に 、 該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド  
コ ネ ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該  
ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 該 エ ア  
抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、 該 コ ネ ク タ カ バ ー の 内 周 面 に は 凹 溝 が 設 け ら れ て お り  
、 該 凹 溝 の 開 口 部 が 前 記 止 血 弁 で 覆 蓋 さ れ る こ と で 該 止 血 弁 と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と で 囲 ま  
れ た ト ン ネ ル 状 の 通 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 ト ン ネ ル 状 の 通 路 を 含 ん で 該 エ ア 抜 き  
通 路 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
本 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 、 経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る  
と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を 基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内  
部 流 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付  
留 置 針 に お い て 、 前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 周 壁 に 開 口 す る 空 気 流 出 口 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連  
通 さ れ た エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 内 部 流 路 が 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー  
ラ 側 に お い て 該 エ ア 抜 き 通 路 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連 通 さ れ て い る と 共 に 、 気 体 は 通 過 さ せ  
る が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 複 数 の 硬 質 部 材 で 挟 持 さ れ て 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 配 さ  
れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ  
と 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ  
れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を  
含 ん で 該 エ ア 抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て お り 、 且 つ 、 該 コ ネ ク タ カ バ ー の 内 周 面 に は 凹 溝 が 設  
け ら れ て お り 、 該 凹 溝 の 開 口 部 が 前 記 止 血 弁 で 覆 蓋 さ れ る こ と で 該 止 血 弁 と 該 コ ネ ク タ カ  
バ ー と で 囲 ま れ た ト ン ネ ル 状 の 通 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 ト ン ネ ル 状 の 通 路 を 含 ん  
で 該 エ ア 抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
本 発 明 の 第 ５ の 態 様 は 、 前 記 第 １ ～ 第 ４ の 何 れ か の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、  
前 記 フ ィ ル タ が 前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 に 外 挿 状 態 で 組 み 付 け ら れ て お り 、 該 ガ イ ド  
コ ネ ク タ が 前 記 コ ネ ク タ カ バ ー に 差 し 入 れ ら れ る こ と で 、 該 フ ィ ル タ が 該 ガ イ ド コ ネ ク タ  
と 該 コ ネ ク タ カ バ ー に よ っ て 嵌 合 さ れ て 前 記 エ ア 抜 き 通 路 上 に 配 さ れ て い る も の で あ る 。
本 発 明 の 第 ６ の 態 様 は 、 経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に 有 し て い る  
と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を 基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク タ に 至 る 内  
部 流 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い る 止 血 弁 付  
留 置 針 に お い て 、 前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 前 記 内 部 流 路 を 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記 カ ニ ュ ー ラ  
側 に お い て 外 部 空 間 へ 連 通 さ せ る エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 該 エ ア 抜 き 通 路 上 に 、  
気 体 は 通 過 さ せ る が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 装 着 さ れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク  
タ が 、 該 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部  
が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と  
該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 該 エ ア 抜 き 通 路 が 構 成 さ  
れ て お り 、 且 つ 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 外 周 面 に は 段 差 面 が 設 け ら れ て お り 、 該 段 差 面 よ り  
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も 先 端 側 の 外 周 面 上 に 前 記 フ ィ ル タ が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
本 発 明 の 第 ７ の 態 様 は 、 前 記 第 ６ の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 フ ィ ル タ が  
前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ と 前 記 コ ネ ク タ カ バ ー の 間 で 挟 持 さ れ て い る と 共 に 、 該 コ ネ ク タ カ バ  
ー の 内 周 面 に は 、 該 フ ィ ル タ の 挟 持 部 分 の 基 端 側 に お い て 先 端 側 に 向 か っ て 次 第 に 内 周 側  
へ 突 出 す る 傾 斜 面 が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
本 発 明 の 第 ８ の 態 様 は 、 前 記 第 ６ 又 は 第 ７ の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 ガ  
イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 分 が 、 前 記 止 血 弁 の 外 周 部 分 に 対 す る 支 持 部 を 有 し て い る も の で あ  
る 。
本 発 明 の 第 ９ の 態 様 は 、 前 記 第 ６ ～ 第 ８ の 何 れ か の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、  
前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ の 内 周 面 に は 、 前 記 止 血 弁 を 連 通 状 態 と す る 押 し 子 を 軸 方 向 で 移 動 可  
能 に ガ イ ド す る 案 内 面 が 設 け ら れ て い る も の で あ る 。
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に  
有 し て い る と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を 基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク  
タ に 至 る 内 部 流 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い  
る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 前 記 内 部 流 路 を 前 記 止 血 弁 よ り も 前 記  
カ ニ ュ ー ラ 側 に お い て 外 部 空 間 へ 連 通 さ せ る エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 該 エ ア 抜 き  
通 路 上 に 、 気 体 は 通 過 さ せ る が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 圧 縮 さ れ た 状 態 で 装 着 さ れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 経 皮 的 に 血 管 に 挿 し 入 れ ら れ る カ ニ ュ ー ラ を 先 端 側 に  
有 し て い る と 共 に 、 接 続 コ ネ ク タ を 基 端 側 に 備 え て お り 、 該 カ ニ ュ ー ラ か ら 該 接 続 コ ネ ク  
タ に 至 る 内 部 流 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 接 続 コ ネ ク タ の 内 部 に 止 血 弁 が 配 さ れ て い  
る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 接 続 コ ネ ク タ に は 周 壁 に 開 口 す る 空 気 流 出 口 を 通 じ て 外  
部 空 間 へ 連 通 さ れ た エ ア 抜 き 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 内 部 流 路 が 前 記 止 血 弁 よ り も 前  
記 カ ニ ュ ー ラ 側 に お い て 該 エ ア 抜 き 通 路 を 通 じ て 外 部 空 間 へ 連 通 さ れ て い る と 共 に 、 気 体  
は 通 過 さ せ る が 液 体 は 通 過 さ せ な い フ ィ ル タ が 複 数 の 硬 質 部 材 で 挟 持 さ れ て 該 エ ア 抜 き 通  
路 上 に 配 さ れ て い る こ と を 、 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ２ の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留  
置 針 に お い て 、 前 記 硬 質 部 材 の 少 な く と も １ つ が 前 記 接 続 コ ネ ク タ を 構 成 し て い る も の で  
あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ２ 又 は 第 ３ の 態 様 に 係 る 止  
血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 硬 質 部 材 が 何 れ も 筒 状 と さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ５ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ２ ～ 第 ４ の 何 れ か の 態 様 に  
係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 硬 質 部 材 の 何 れ か １ つ が 環 状 支 持 部 を 備 え て い る と 共  
に 、 前 記 フ ィ ル タ が 環 状 の 嵌 着 部 を 備 え て お り 、 該 嵌 着 部 が 該 硬 質 部 材 の 該 環 状 支 持 部 に  
外 挿 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ６ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ５ の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留  
置 針 に お い て 、 前 記 フ ィ ル タ の 前 記 嵌 着 部 が 前 記 硬 質 部 材 の 間 で 径 方 向 に 挟 ま れ て 圧 縮 さ  
れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ７ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ２ ～ 第 ６ の 何 れ か の 態 様 に  
係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 硬 質 部 材 が 軸 方 向 に 隣 り 合 っ て 配 さ れ て い る と 共 に 、  
前 記 フ ィ ル タ が そ れ ら 硬 質 部 材 の 間 で 軸 方 向 に 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ８ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ７ の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留  
置 針 に お い て 、 軸 方 向 に 隣 り 合 っ て 配 さ れ た 前 記 硬 質 部 材 が そ れ ぞ れ 筒 状 と さ れ て 、 前 記  
フ ィ ル タ が そ れ ら 硬 質 部 材 の 軸 方 向 間 に お い て 全 周 に 亘 っ て 圧 縮 さ れ て い る と 共 に 、 そ れ  
ら 硬 質 部 材 の 軸 方 向 対 向 面 の 少 な く と も 一 方 に は 、 該 フ ィ ル タ に 全 周 に 亘 っ て 押 し 当 て ら  
れ る 環 状 の 圧 縮 リ ブ が 突 出 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ９ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ～ 第 ８ の 何 れ か の 態 様 に  
係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 接 続 コ ネ ク タ が 、 前 記 内 部 流 路 を 構 成 す る 流 路 を 有 す  
る ガ イ ド コ ネ ク タ と 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る コ ネ ク タ カ バ ー  
と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 に は 隙 間 が 設 け  
ら れ て 、 該 隙 間 を 含 ん で 前 記 エ ア 抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ０ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ９ の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付  
留 置 針 で あ っ て 、 前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ と 前 記 コ ネ ク タ カ バ ー と の 径 方 向 間 に お い て 前 記 フ  
ィ ル タ が 挟 ま れ て 圧 縮 さ れ た 状 態 で 装 着 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ １ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ９ 又 は 第 １ ０ の 態 様 に 係  
る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 ガ イ ド コ ネ ク タ の 外 周 面 に は 外 周 側 に 突 出 す る 係 合 突 起  
が 設 け ら れ て い る 一 方 、 前 記 コ ネ ク タ カ バ ー の 周 壁 に は 径 方 向 で 貫 通 す る 係 合 孔 が 設 け ら  
れ て お り 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ の 先 端 部 が 該 コ ネ ク タ カ バ ー に 挿 入 さ れ る こ と で 該 係 合 突 起  
が 該 係 合 孔 に 係 合 し て 、 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー が 相 互 に 固 定 さ れ て い る と  
共 に 、 該 係 合 孔 が 該 ガ イ ド コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と の 間 の 前 記 隙 間 に 連 通 さ れ て い  
る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ２ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ９ ～ 第 １ １ の 何 れ か の 態  
様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 コ ネ ク タ カ バ ー の 内 周 面 に は 凹 溝 が 設 け ら れ て お  
り 、 該 凹 溝 の 開 口 部 が 前 記 止 血 弁 で 覆 蓋 さ れ る こ と で 該 止 血 弁 と 該 コ ネ ク タ カ バ ー と で 囲  
ま れ た ト ン ネ ル 状 の 通 路 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 ト ン ネ ル 状 の 通 路 を 含 ん で 前 記 エ ア  
抜 き 通 路 が 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ３ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 ８ ～ 第 １ ２ の 何 れ か の 態  
様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 フ ィ ル タ が 、 気 体 は 通 過 さ せ る が 液 体 を 吸 収 す る  
材 質 で 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ４ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ～ 第 １ ３ の 何 れ か の 態  
様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に 対 し て 抜 去 可 能 な 内 針 が 前 記 内 部 流 路 の 基 端 側 か ら 先 端 側 に 向  
か っ て 挿 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 留 置 針 組 立 体 で あ る 。
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【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 態 様 に よ れ ば 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ～ 第 １ ３ の 何 れ か の 態 様 に 記 載 の 効 果 が  
発 揮 さ れ る 留 置 針 組 立 体 が 製 造 さ れ 得 る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 の 事 情 を 背 景 と し て 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ５ の 態 様 は 、 押 し 子 が 先 端 側 に 移 動  
し て 弾 性 弁 体 に 挿 入 さ れ る こ と で 該 弾 性 弁 体 が 押 し 開 か れ る よ う に な っ て い る と 共 に 、 該  
弾 性 弁 体 に 挿 入 さ れ た 該 押 し 子 が 該 弾 性 弁 体 の 復 元 作 用 で 基 端 側 に 移 動 さ れ る こ と で 該 弾  
性 弁 体 が 閉 塞 さ れ る よ う に な っ て い る 止 血 弁 付 留 置 針 で あ っ て 、 前 記 押 し 子 に お け る 前 記  
弾 性 弁 体 へ の 挿 入 領 域 に は 、 軸 方 向 中 間 部 分 の 外 周 面 に お い て 先 端 側 よ り も 傾 斜 角 度 の 大  
き い 急 傾 斜 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ６ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ の 態 様 に 係 る 止 血 弁  
付 留 置 針 に お い て 、 前 記 急 傾 斜 面 の 先 端 側 に 先 端 側 傾 斜 面 が 先 細 形 状 を も っ て 設 け ら れ て  
い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ７ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ 又 は 第 １ ６ の 態 様 に  
係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 急 傾 斜 面 の 基 端 側 に 基 端 側 傾 斜 面 が 先 細 形 状 を も っ て  
設 け ら れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ８ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ ～ 第 １ ７ の 何 れ か の  
態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 急 傾 斜 面 が 先 細 形 状 と さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 １ ９ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ ～ 第 １ ８ の 何 れ か の  
態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 急 傾 斜 面 が 一 定 の 傾 斜 角 度 を 有 し て い る も の で  
あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ２ ０ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ ～ 第 １ ９ の 何 れ か の  
態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 急 傾 斜 面 の 先 端 側 と 基 端 側 と に 先 端 側 傾 斜 面 と  
基 端 側 傾 斜 面 と が そ れ ぞ れ 先 細 形 状 を も っ て 設 け ら れ て お り 、 該 先 端 側 傾 斜 面 の 傾 斜 角 度  
が 、 該 基 端 側 傾 斜 面 の 傾 斜 角 度 よ り も 大 き い も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ２ １ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ ～ 第 ２ ０ の 何 れ か の  
態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 急 傾 斜 面 の 先 端 側 と 基 端 側 と に 先 端 側 傾 斜 面 と  
基 端 側 傾 斜 面 と が そ れ ぞ れ 先 細 形 状 を も っ て 設 け ら れ て お り 、 該 急 傾 斜 面 と 該 先 端 側 傾 斜  
面 と 該 基 端 側 傾 斜 面 が 、 何 れ も 一 定 の 傾 斜 角 度 を 有 し て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ２ ２ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ ～ 第 ２ １ の 何 れ か の  
態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 弾 性 弁 体 と 前 記 押 し 子 と が 収 容 配 置 さ れ る 筒 状  
の ハ ウ ジ ン グ を 備 え て い る 一 方 、 該 押 し 子 に お け る 前 記 挿 入 領 域 よ り も 基 端 側 の 外 周 面 に  
は 当 接 部 が 設 け ら れ て い る と 共 に 、 該 ハ ウ ジ ン グ の 内 周 面 に は 係 合 突 部 が 設 け ら れ て お り  
、 こ れ ら 当 接 部 と 係 合 突 部 と の 当 接 に よ っ て 該 押 し 子 の 基 端 側 へ の 移 動 が 規 制 さ れ て い る  
も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
親 出 願 に 係 る 発 明 の 第 ２ ３ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ ～ 第 ２ ２ の 何 れ か の  
態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 弾 性 弁 体 と 前 記 押 し 子 と が 収 容 配 置 さ れ る 筒 状  
の ハ ウ ジ ン グ を 備 え て お り 、 該 ハ ウ ジ ン グ が 、 相 互 に 内 外 挿 さ れ て 組 み 付 け ら れ る 外 周 側  
ハ ウ ジ ン グ と 内 周 側 ハ ウ ジ ン グ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 一 方 、 該 弾 性 弁 体 の 外 周 部 分 に  
は 基 端 側 に 突 出 す る 筒 状 支 持 部 が 設 け ら れ て お り 、 該 筒 状 支 持 部 を 該 外 周 側 ハ ウ ジ ン グ と  
該 内 周 側 ハ ウ ジ ン グ と で 径 方 向 で 挟 み 込 ん だ 圧 縮 状 態 で 該 弾 性 弁 体 が 該 ハ ウ ジ ン グ に よ り  
支 持 さ れ て い る も の で あ る 。
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【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
親 出 願 に 係 る 本 発 明 の 第 ２ ４ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ ～ 第 ２ ３ の 何 れ か  
の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 急 傾 斜 面 の 傾 斜 角 度 が ２ ５ 度 ～ ７ ５ 度 の 範 囲  
内 に 設 定 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
親 出 願 に 係 る 本 発 明 の 第 ２ ５ の 態 様 は 、 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ５ ～ 第 ２ ４ の 何 れ か  
の 態 様 に 係 る 止 血 弁 付 留 置 針 に お い て 、 前 記 押 し 子 の 先 端 部 分 の 外 周 面 に は 前 記 急 傾 斜 面  
を 含 ん で 構 成 さ れ る 先 細 形 状 の テ ー パ 状 外 周 面 が 設 け ら れ て お り 、 該 押 し 子 に お け る 該 テ  
ー パ 状 外 周 面 の 形 成 部 分 の 軸 方 向 寸 法 が ４ ｍ ｍ 以 上 と さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 態 様 に 従 う 構 造 と さ れ た 止 血 弁 付 留 置 針 に よ れ ば 、 押 し 子 の 先 端 部 分 に 上 記 寸 法 以 上  
と さ れ た テ ー パ 状 外 周 面 を 設 け る こ と で 、 例 え ば 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ６ の 態 様 に  
記 載 の 先 端 側 傾 斜 面 お よ び ／ ま た は 親 出 願 に 係 る 発 明 の 前 記 第 １ ７ の 態 様 に 記 載 の 基 端 側  
傾 斜 面 を 、 そ れ ぞ れ 十 分 な 軸 方 向 寸 法 を も っ て 形 成 す る こ と も 可 能 と な り 、 親 出 願 に 係 る  
発 明 の 前 記 第 １ ６ お よ び ／ ま た は 第 １ ７ の 態 様 に 記 載 の 効 果 を よ り 安 定 し て 発 揮 さ せ る こ  
と も で き る 。
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